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資料 3

流域及び河川の概要
（第1回流域委員会の補足説明）

尻別川流域委員会（第2回 平成21年6月2日）



11 説明内容説明内容補足説明

①基本方針における内水面漁業権の記載

②道内一級河川の比流量

⑥導流堤設置と河口部の砂州の現状

⑧支川ごとの流出特性

④発電所取水堰の土砂の堆積

⑨河道内樹木（治水と環境の両立に向けた考え方）

⑪堤防強化

⑩河畔林試験の評価

⑤減水区間の魚類の移動

⑦塩水遡上

⑫農業用水の取水量

③経年変化（流量、雨量、河床高）



22 ①①基本方針における内水面漁業権の記載基本方針における内水面漁業権の記載
補足説明

方針本文に「内水面漁業権」の文言の記載はありませんが、他河川と同様に、

P4 「１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針」
「（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針」

に以下の文章で記載しています。

『・・・河川の多様性を意識しつつ、治水・利水・環境に関わる施策を総合的に
展開する。・・・河川利用の現状（水産資源の保護及び漁業を含む。）・・・・
河川の総合的な保全と利用を図る。』

また、Ｐ７「ウ．河川環境の保全」では、以下の文章で記載しています。

『（下流部では）カワヤツメ漁の漁場となっていることから、河道形状に配慮し、
保全に努める。』

◆



33 ②②道内一級河川の比流量道内一級河川の比流量補足説明

比流量の比較（道内一級河川の平均年最大比流量及び平均渇水比流量）◆
同程度の流域面積の他河川と比較すると
・平均年最大流量の比流量 ～ 平均的
・平均渇水流量の比流量 ～ 比較的多い

※道内一級河川の本川最下流に位置する基準点を集計
※「国土交通省 水文水質データベース」（http://www1.river.go.jp/）より近年30年（昭和52年～平成18年）の流量観測値を集計
※平均年最大流量は、統計期間内の各年の最大流量の平均値
※平均渇水流量は、統計期間内の各年の渇水流量（1年を通じて355日はこれを下回らない流量）の平均値

道内一級河川の比流量
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平均
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③③経年変化経年変化補足説明

流量の変化（尻別川の過去30年の状況）◆

・年最大流量は、S56、H11の2度の大きな
出水を除くと、大きく変動していない。
・流況及び年総流出量も大きく変動していない。

※ 豊水流量：1年を通じて95日はこれを下回らない流量
平水流量：1年を通じて185日はこれを下回らない流量
低水流量：1年を通じて275日はこれを下回らない流量
渇水流量：1年を通じて355日はこれを下回らない流量

・喜茂別

・名駒

・ 既存観測所

年最大流量 流況（豊水流量～最小流量） 年総流出量
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55 ③③経年変化経年変化補足説明

雨量の変化（尻別川の状況）◆

・名駒地点、喜茂別地点とも、近年は
大きな降雨がみられない。

・喜茂別地点年最大流域平均2日雨量・名駒地点年最大流域平均2日雨量

・ 既存観測所
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66 ③③経年変化経年変化補足説明

河床高の経年変化
人為的影響のある区間を除き、全川にわたって河床の変動量は小さく、安定傾向に
ある。

◆
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77 ④④発電所取水堰の土砂の堆積発電所取水堰の土砂の堆積
尻別川本川には、取水堰（北海道電力4箇所、王子製紙2箇所）が設置されている
が、土砂の堆積により掘削が必要となったことはない。
なお、融雪時の約2ヶ月間、土砂吐ゲートを開け、土砂を下流に流している。

◆

補足説明

蘭越発電所取水堰
（発電：北海道電力）昭和26年

比羅夫発電所取水堰
（発電：北海道電力）昭和15年

尻別川第2発電所取水堰
（発電：王子製紙）大正15年

昆布発電所取水堰
（発電：北海道電力）昭和13年

京極発電所（京極ダム）
（発電：北海道電力）建設中

寒別発電所取水堰
土砂吐きからの
放流状況(H20.4)
北海道電力(株)提供

蘭越発電所取水堰
魚道設置前
北海道電力(株)提供

蘭越発電所取水堰
魚道設置後
北海道電力(株)提供

尻別川第１発電所取水堰
（発電：王子製紙）大正10年

寒別発電所取水堰
（発電：北海道電力）大正13年



88 ⑤⑤減水区間の魚類の移動減水区間の魚類の移動
減水区間の現状
・平成6年から平成13年にかけて、尻別川の6箇所の発電所取水堰すべてに魚道が
設置され、魚道に必要な流量が通水されている。
・魚道の設置により、発電所取水堰上下流の魚類の移動が可能となり、魚類調査か
ら、サケ、サクラマス親魚の遡上が確認されている。

◆

補足説明



99 ⑥⑥導流堤設置と河口部の砂州の現状導流堤設置と河口部の砂州の現状
補足説明

S62.6月右岸砂州フラッシュ状況

←尻別川

←尻別川

平成11年度までの状況（導流堤設置前）◆



1010 ⑥⑥導流堤設置と河口部の砂州の現状導流堤設置と河口部の砂州の現状
補足説明

平成11年度導流堤設置後（右岸87m）◆

H18.1月左岸砂州伸長状況

←尻別川

H18.6月左岸砂州フラッシュ状況

←尻別川



1111

H19.12月26日撮影

←尻別川

H20.2月中旬撮影

河道内の堆積状況

←尻別川

H20.6月左岸砂州フラッシュ状況

←尻別川

平成19年度導流堤延長後の状況

←尻別川

H20.12月24日撮影

←尻別川

H20.8月撮影

H21.1月撮影

←尻
別川

⑥⑥導流堤設置と河口部の砂州の現状導流堤設置と河口部の砂州の現状

◆
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今後の対応

・河道内の土砂堆積及び河道閉塞の状況を監視し、必要に応じ掘削等により
河道維持を行う必要がある。

・河口部の地形変化を把握するため、継続してモニタリングを実施する。

⑥⑥導流堤設置と河口部の砂州の現状導流堤設置と河口部の砂州の現状

◆
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塩水遡上が顕著だった平成20年は、1月～3月の積雪は例年どおりであったが、3
月の気温が高く、融雪が早期に発生したうえ、融雪後の雨量が少なかったため、
5月以降は例年に比べ渇水傾向にあった。

◆

倶知安地点気温加積図

倶知安地点 総積雪量比較図 倶知安地点 月別雨量比較図

名駒地点 流量加積図

3月中旬から気温上昇

7～8月の雨が少ない

融雪後の流量が少ない

融雪の早期流出

※H20,21の名駒地点流量値は速報値

⑦⑦塩水遡上塩水遡上補足説明

積雪は例年どおり
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塩水は、例年では河口から6km付近
まで遡上する。
平成20年は早期融雪・夏期の小雨に
より、渇水状態が長期間継続し、御成
橋付近まで遡上している。

◆

⑦⑦塩水遡上塩水遡上補足説明

塩淡境界面観測結果
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塩水楔先端における水温・塩分観測結果
（KP6.1付近、平成19年8月）

H19.8.20 干潮時 H19.8.21 満潮時



1616 ⑦⑦塩水遡上塩水遡上

（近年3カ年の測量横断比較）

例年の塩水遡上範囲

KP6.2のマウンド部

平成20年の
塩水遡上範囲

御成橋

初田第1
揚水機

今後の対応方針
・塩水遡上区間では、戦後最大
規模の洪水に対して流下断面
を確保するため、浚渫等を実
施してきたが、今後も流量、
河道形状及び塩水遡上距離を
定期的に把握し、その関係に
ついて引き続き調査を行う。

◆

KP4.0

KP5.0

KP6.0

KP7.0

KP8.0

KP9.0

KP10.0



1717 ⑧⑧支川ごとの流出特性支川ごとの流出特性
過去の主要洪水における気象条件（天気図や台風経路等）◆

補足説明

天気図

雨量分布図S36.7洪水（低気圧・前線）
・名駒地点流量:1,247m3/s
・家屋流失・全・半壊:28戸、
浸水家屋1,963戸(床上675戸、床下1,288戸)
・氾濫面積:7,051ha

観測所ピーク流量

名駒
1,247m3/s

蘭越
未観測

昆布
未観測

倶知安
未観測

喜茂別
367m3/s

氾濫実績は不明

(mm/2日)

S36.7.26
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喜茂別 流域平均雨量

名駒 流域平均雨量

喜茂別 実績流量

名駒 実績流量

Qr=1,247m
3
/s

Qr=367m
3
/s



1818 ⑧⑧支川ごとの流出特性支川ごとの流出特性
過去の主要洪水における気象条件（天気図や台風経路等）◆

補足説明

S37.8洪水（台風9号）
・名駒地点流量:1,366m3/s
・家屋流失・全・半壊:25戸、
浸水家屋1,969戸(床上569戸、床下1,400戸)
・氾濫面積:13,850ha

台風経路図（気象庁HPより）

雨量分布図

観測所ピーク流量

名駒
1,366m3/s

蘭越
未観測

昆布
未観測

倶知安
未観測

喜茂別
561m3/s

：氾濫実績

(mm/2日)

S37.8.4
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喜茂別 流域平均雨量

名駒 流域平均雨量

喜茂別 実績流量

名駒 実績流量
Qr=1,366m3/s

Qr=561m
3
/s



1919 ⑧⑧支川ごとの流出特性支川ごとの流出特性
過去の主要洪水における気象条件（天気図や台風経路等）◆

補足説明

S50.8洪水（台風6号）【既往最大洪水】
・名駒地点流量:1,493m3/s
・浸水家屋408戸(床上95戸、床下313戸)
・氾濫面積:3,508ha

雨量分布図

台風経路図（気象庁HPより）

観測所ピーク流量

名駒
1,493m3/s

蘭越
未観測

昆布
1,410m3/s

倶知安
未観測

喜茂別
402m3/s

：氾濫実績

(mm/2日)

S50.8.24
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喜茂別 流域平均雨量

名駒 流域平均雨量

喜茂別 実績流量

昆布 実績流量

名駒 実績流量
Qr=1,493m

3
/s

Qr=402m3/s

Qr=1,410m
3
/s



2020 ⑧⑧支川ごとの流出特性支川ごとの流出特性
過去の主要洪水における気象条件（天気図や台風経路等）◆

補足説明

S56.8下旬洪水（台風15号）
・名駒地点流量:1,464m3/s
・家屋一部破損3戸、
浸水家屋318戸(床上111戸、床下207戸)
・氾濫面積:3,572ha

雨量分布図

台風経路図（気象庁HPより）

観測所ピーク流量

(*)量水標流出及び機械故障のため欠測

名駒
1,464m3/s

蘭越
欠測(*)

昆布
1,288m3/s

倶知安
未観測

喜茂別
519m3/s

：氾濫実績

(mm/2日)
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喜茂別 流域平均雨量

名駒 流域平均雨量

喜茂別 実績流量

昆布 実績流量

名駒 実績流量
Qr=1,464m

3
/s

Qr=519m3/s

Qr=1,288m
3
/s



2121 ⑧⑧支川ごとの流出特性支川ごとの流出特性
過去の主要洪水における気象条件（天気図や台風経路等）◆

補足説明

H11.8下旬洪水（低気圧・前線）
・名駒地点流量:1,385m3/s
・浸水家屋8戸(床下8戸)
・氾濫面積:315ha

雨量分布図

観測所ピーク流量

台風経路図（気象庁HPより）

名駒
1,385m3/s

蘭越
1,269m3/s

昆布
1,200m3/s
（推定値）

倶知安
774m3/s

喜茂別
341m3/s

：氾濫実績
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喜茂別 実績流量

倶知安 実績流量

昆布 推定流量

蘭越 実績流量

名駒 実績流量

Qr=1,200m3/s
      (推定値)

Qr=340.94m
3
/s

Qr=1,269m
3
/s

Qr=1,385m
3
/s

Qr=774m
3
/s
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尻別川の目指すべき姿

【かつての尻別川】
・新版蝦夷日誌によると、河畔林はハルニレ、ヤチダモ、ハリギリ、ヤマグ
ワで占められていた。また、蘭越町郷土研究誌の中の古老の話によると、
「その頃は川に棒を立てても倒れないという程サケ、マス等魚が多くいたも
のだ」と記されており、水産資源に恵まれていた。

【現状の課題】
・主に中洲に繁茂するヤナギが、流下阻害となっている。融雪出水後の6

月は、ヤナギの種子飛散時期に一致し、出水により高水敷に堆積した土
砂がヤナギの発芽条件と一致することから、ヤナギの成立を促しやすい。
・尻別川の河口域では、カワヤツメ漁が行われている。また、アユの遡上
する河川として有名であり、地元住民はもとより道内各地から多くの釣り人
が訪れており、魚類への配慮が必要である。
・清流河川の象徴であるカワシンジュガイが確認されている ほか、絶滅危
惧種に指定されている国内最大の淡水魚であるイトウが確認されている。

【対応方針】

・動植物や維持管理に配慮した断面の設定
魚類の産卵環境や底生生物に与える影響を最小限にするため、現況
河床の掘削は行わず、掘削高を平水位程度とする。また、そうすることで、
ヤナギの種子散布時期に、掘削箇所が冠水することになり、ヤナギが発
芽しづらい状況となる。

・自然林の再生
かつて河畔でみられたハルニレ、ヤチダモといった自然林の再生を目
指す。

・移植
カワシンジュガイは、必要に応じて移植などを行い、新たな生息の場を
確保する。

目名川合流点 KP13.8付近河口付近 石淵地区 KP16.0付近 栄橋より上流 KP20.0付近

ヤナギが繁茂している

大きな淵があり、イト
ウが確認されている

目名川合流点付近に
は、アユの産卵床が
多く確認されている

カワヤツメ漁が
行われている

カワシンジュガイが多
く生息している

整備区間

⑨⑨河道内樹木河道内樹木



2323

平成13年撮影航空写真(KP19～25)

昭和32年撮影航空写真(KP19～25)

【かつての尻別川】
・昭和32年の尻別川は、中州や礫河原が多くみられ、流水の作用（侵食・運搬・堆積）により、瀬・淵・蛇行などの変化に富んだ川らしい姿を形成していた。

【現在の尻別川の問題点】
中州に樹木が繁茂し、陸地化している箇所がみられる。こ
のため河積が狭まり、澪筋に集中的に流れ、局所洗掘を引
き起こしている。

中州にヤナギが繁茂している

流下阻害となる中州の樹木は伐採

※既往の横断データや航空写真等を参考にし、今後詳細な掘削形状等を検討する

現況の河床は概ね保全する

中州に樹木はみられない

【尻別川の目指すべき姿】
陸域化した中州の掘削や、川幅を広くすることで、河川の
自由度を向上させ、河川のもつ攪乱作用（侵食・運搬・堆積）
により、瀬・淵・礫河原などの多様な環境や変化に富んだ流
れの形成を目指す。

整備区間
・魚類の産卵環境や底生動物の生息環境に与える影響を
最小限にするため、掘削高を平水位程度とする。
・また、そうすることで流下阻害の要因となるヤナギの種子
散布期に掘削箇所が冠水することになり、種子の定着がし
にくい状況になり、ヤナギを抑制できる。
・地域住民の憩いの場となっているランラン公園、パークゴ
ルフ場の改変を避けるため、やむを得ず平水位以下で掘削
を行うが、魚類の産卵環境や底生動物の生息場となってい
る河床は保全する。

⑨⑨河道内樹木河道内樹木
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・尻別川では、平成3年度よ

り「生態学的混播法」を実施

している。平成3年～7年ま

でを第1期として試験地の追

跡調査を実施し、その結果

をもとに手法を改良して第2

期（平成7年～10年)の試験

を行ってきた。

尻別川における生態学的混播法 ～これまでの経緯～

磯谷地区堤防側帯D施工区の2年目
の状況（平成10年）港地区の3年目の状況（平成10年） 御成地区の7年目の状況（平成10年） 豊国地区の6年目の状況（平成10年）

名駒地区

 
H3 H4 H5～6 H7 H8 H9 H10 

第 1 期試験 

第 2 期試験 

現地検討会 

追跡調査 

試
験
開
始

御成地区施工

（低水法面） 
（高水敷） 

追跡調査 

豊国地区施工 
（高水敷） 

港地区施工 
（高水敷） 

追跡調査 

追跡調査 

追跡調査 

追跡調査 

追跡調査 

追跡調査 

追跡調査 

豊国地区施工

（高水敷） 

港地区施工 
（高水敷） 

磯谷地区施工

（堤防側帯） 

名駒地区施工
（低水路） 

生
態
学
的
混
播
法
の
改
良

事
業
化
検
討 

 

⑩⑩河畔林試験の評価河畔林試験の評価補足説明
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ヤナギが繁茂している

・既往の調査結果及び今後予定してい

る現地調査の結果から、種ごとの定着

率、生長量等の分析・評価を行う。

尻別川における生態学的混播法 ～平成21年度の調査計画～

引用:生態学的混播・混植法の理論 実践 評価 岡村俊邦

調査地点 経過年数(H21年度時点）

H3御成地区
（低水路法面）
（高水敷）

18年目

H4豊国地区
（高水敷）

17年目

H7豊国地区
（高水敷）

14年目

H7港地区
（高水敷）

14年目

H8磯谷地区
（堤防側帯）

13年目

H9名駒地区
（低水路）

12年目

・平成3年に生態学的混播法による試験を開始してから、約18年が経過している。仮説的であった部分がこれま
でに行ってきた試験・調査により実証され、より自然に近い樹林の再生法として確立されるようになってきた。

⑩⑩河畔林試験の評価河畔林試験の評価補足説明



2626 ⑪⑪堤防強化堤防強化

河川堤防は、長い歴史の中で繰り返し嵩上げ、拡幅、補修が行われてきた長大
な構造物であり、内部の土質、堤体強度が必ずしも一様ではない。
このため、堤防詳細点検の結果を踏まえ、洪水時の降雨及び河川水の浸透作用
に対して堤防の安全性を確保する堤防強化対策工等を実施する必要がある。

補足説明

堤防の質的整備について◆

尻別川の堤防の
内部構造
（KP3.6付近）

北海道南西沖地震
尻別川地震災害復旧記録誌 より



2727 ⑪⑪堤防強化堤防強化補足説明

【対策工の事例】

浸透による破堤のメカニズム
河川の水位が高い状態が長時間続くと、堤防内の水位も上昇し、堤防の中に水の
通り道が形成される。この水の通り道が、徐々に拡大すると、水とともに堤防の土が
流れ出し、堤防が崩れることとなる。

◆



2828 ⑪⑪堤防強化堤防強化
堤防詳細点検の内容
概略点検の結果から詳細点検の優
先度を決め、安全性の低い区間から
順に地質調査、浸透破壊の解析を行
い、計画規模の降雨が発生した場合
での堤防の安全性を評価した。

◆

補足説明

堤防詳細点検の実施フロー

尻別川の点検結果
平成19年度までに、対象となる堤
防の全区間で詳細点検を実施した浸
透による堤防の安全性が基準を下回
る区間は無かった。
現時点では、直ぐに対策を行うべ
き結果とはなっていないが、今後の
洪水及び新たな点検手法により、対
策が必要となった場合には、強化対
策を図る。

◆



2929 ⑪⑪堤防強化堤防強化
現時点での堤防詳細点検結果では、直ぐに対策を行うような結果とはなっていない
が、今後の洪水及び新たな点検手法により、対策が必要となった場合には、強化
対策を図る。

◆

補足説明
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⑫⑫農業用水の取水量農業用水の取水量
水利権と取水量（平成20年）の現状◆

補足説明

注）尻別川本川から取水する揚水機場のみ示した。

※出典：一級水系水利権調書（北海道開発局）

本川沿いでは、かんがい期に許可取水量に近い取水を行っている施設が多い。一
部の施設で許可取水量の半分以下の取水となっている。
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⑫⑫農業用水の取水量農業用水の取水量補足説明

注）尻別川本川から取水する揚水機場のみ示した。

※出典：一級水系水利権調書（北海道開発局）

◆水利権と取水量（平成20年）の現状
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